
令和7年国勢調査結果
人口速報集計

－川崎市の結果－

令和8年5月
川崎市総務企画局都市政策部統計情報課

国勢調査への御協力
ありがとうございました！

（注1）本資料は令和8年5月に総務省統計局から公表された令和7年国勢調査の「人口等速報集計」のうち、川崎市分をまとめたものです。
（注2）確報値については、総務省統計局が令和8年9月中に公表予定である人口等基本集計に基づいてお知らせします。



川崎市の人口の概況 ～人口が過去最多を更新～１

人口は令和2年から令和7年の5年間に22,870人（1.5％）増加して1,561,132人となり、過去最多を更新しました。
日本全体では人口減少局面に突入している一方、本市においては引き続き人口増減がプラスで推移しています。これは、死亡数が出生数を上回る自然

減となっているものの、転入数が転出数を上回る社会増が続いていることに起因しています。なお、人口増加率がマイナスとなったのは、終戦直後の国
勢調査（昭和22年）のみとなっています。
また、第１回国勢調査調査(大正9年)の人口85,189人と比較すると、約18.3倍に増加しました。（図１、表１）
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図１ 国勢調査人口と人口増加率の推移（現在の市域に組み替えた人口）

（人）

総数 男 女 総数 男 女

大正 9年 第１回 85,189 43,454 41,735 -            -         100.0     昭和50年 第12回 1,014,951 532,890 482,061 41,465 4.3 1,191.4  
14年 第２回 113,034 58,180 54,854 27,845 32.7 132.7     55年 第13回 1,040,802 543,269 497,533 25,851 2.5 1,221.8  

昭和 5年 第３回 148,165 76,483 71,682 35,131 31.1 173.9     60年 第14回 1,088,624 569,061 519,563 47,822 4.6 1,277.9  
10年 第４回 191,700 99,820 91,880 43,535 29.4 225.0     平成 2年 第15回 1,173,603 617,425 556,178 84,979 7.8 1,377.6  
15年 第５回 300,979 165,673 135,306 109,279 57.0 353.3     7年 第16回 1,202,820 629,804 573,016 29,217 2.5 1,411.9  
22年 第６回 252,923 133,714 119,209 △ 48,056 △ 16.0 296.9     12年 第17回 1,249,905 649,997 599,908 47,085 3.9 1,467.2  
25年 第７回 319,226 166,023 153,203 66,303 26.2 374.7     17年 第18回 1,327,011 687,080 639,931 77,106 6.2 1,557.7  
30年 第８回 445,520 231,894 213,626 126,294 39.6 523.0     22年 第19回 1,425,512 728,525 696,987 98,501 7.4 1,673.4  
35年 第９回 632,975 334,490 298,485 187,455 42.1 743.0     27年 第20回 1,475,213 749,038 726,175 49,701 3.5 1,731.7  
40年 第10回 854,866 451,537 403,329 221,891 35.1 1,003.5  令和 2年 第21回 1,538,262 775,772 762,490 63,049 4.3 1,805.7  
45年 第11回 973,486 511,073 462,413 118,620 13.9 1,142.7  7年 第22回 1,561,132 784,768 776,364 22,870 1.5 1,832.6 

(注1）現在の市域に組み替えた人口です。
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表１ 国勢調査人口の推移



川崎市の世帯の概況 ～世帯数が過去最多を更新～２

本市の世帯数は、令和2年から令和7年の5年間に25,420世帯（3.4％）増加して772,872世帯となり、過去最多を更新しました。
令和7年の世帯増加率は3.4％で、人口増加率1.5％を上回り、1世帯当たり人員は2.02で過去最少となりました。
世帯増加率がマイナスとなったのは、人口増加率と同様に、終戦直後の国勢調査（昭和22年）のみとなっています。（図２、表２）
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（万世帯） 図２ 国勢調査世帯数と1世帯当たり人員の推移（現在の市域に組み替えた人口）

（世帯）

大正 9年 第１回 16,279 -                -                5.23 昭和50年 第12回 326,203 36,244 12.5 3.11
14年 第２回 22,465 6,186 38.0 5.03 55年 第13回 377,397 51,194 15.7 2.76

昭和 5年 第３回 30,190 7,725 34.4 4.91 60年 第14回 404,762 27,365 7.3 2.69
10年 第４回 37,218 7,028 23.3 5.15 平成 2年 第15回 466,084 61,322 15.2 2.52
15年 第５回 58,087 20,869 56.1 5.18 7年 第16回 503,711 37,627 8.1 2.39
22年 第６回 53,109 △ 4,978 △ 8.6 4.76 12年 第17回 543,088 39,377 7.8 2.30
25年 第７回 69,195 16,086 30.3 4.61 17年 第18回 595,513 52,425 9.7 2.23
30年 第８回 98,755 29,560 42.7 4.51 22年 第19回 662,694 67,181 11.3 2.15
35年 第９回 159,051 60,296 61.1 3.98 27年 第20回 691,837 29,143 4.4 2.13
40年 第10回 235,791 76,740 48.2 3.63 令和 2年 第21回 747,452 55,615 8.0 2.06
45年 第11回 289,959 54,168 23.0 3.36 7年 第22回 772,872 25,420 3.4 2.02

(注1）現在の市域に組み替えた世帯数です。

(注2）昭和5年の世帯数は、戸籍（12月末日現在）によります。
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表２ 国勢調査世帯数の推移



各区の概況 ～人口は中原区、人口増加数（率）は多摩区がトップ～３

令和7年の人口を区別に見ると、中原区が269,779人で最も多く、幸区が175,868人で最も少なくなりました。
令和2年から令和7年にかけて最も人口が増加したのは多摩区で、増加数は7,327人、令和7年の人口は229,061人となりました。一方、7区で唯一、人口

が減少したのが麻生区で、減少数は809人、令和7年の人口は179,896人となりました。
次に、令和7年の世帯数を区別に見ると、中原区が140,136世帯で最も多く、麻生区が81,417世帯で最も少なくなりました。
世帯数が最も増加したのは多摩区で、令和2年から令和7年にかけて7,458世帯増加しました。（表３、表４、図３）

（人）

年次 全市 川崎区 幸区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区

平成 2年 1,173,603 200,056 142,320 187,707 165,081 177,742 175,570 125,127

7年 1,202,820 196,338 139,134 190,385 172,196 185,485 187,042 132,240

12年 1,249,905 194,091 136,487 198,300 182,112 200,040 196,637 142,238

17年 1,327,011 203,804 144,487 210,543 201,792 207,895 205,389 153,101

22年 1,425,512 217,328 154,212 233,925 217,360 218,867 213,894 169,926

27年 1,475,213 223,378 160,890 247,529 228,141 225,594 214,158 175,523

令和 2年 1,538,262 232,965 171,119 263,683 234,328 233,728 221,734 180,705

7年 1,561,132 233,568 175,868 269,779 237,369 235,591 229,061 179,896

平成 7年 29,217 △ 3,718 △ 3,186 2,678 7,115 7,743 11,472 7,113

12年 47,085 △ 2,247 △ 2,647 7,915 9,916 14,555 9,595 9,998

17年 77,106 9,713 8,000 12,243 19,680 7,855 8,752 10,863

22年 98,501 13,524 9,725 23,382 15,568 10,972 8,505 16,825

27年 49,701 6,050 6,678 13,604 10,781 6,727 264 5,597

令和 2年 63,049 9,587 10,229 16,154 6,187 8,134 7,576 5,182

7年 22,870 603 4,749 6,096 3,041 1,863 7,327 △ 809

平成 7年 2.5 △ 1.9 △ 2.2 1.4 4.3 4.4 6.5 5.7

12年 3.9 △ 1.1 △ 1.9 4.2 5.8 7.8 5.1 7.6

17年 6.2 5.0 5.9 6.2 10.8 3.9 4.5 7.6

22年 7.4 6.6 6.7 11.1 7.7 5.3 4.1 11.0

27年 3.5 2.8 4.3 5.8 5.0 3.1 0.1 3.3

令和 2年 4.3 4.3 6.4 6.5 2.7 3.6 3.5 3.0

7年 1.5 0.3 2.8 2.3 1.3 0.8 3.3 △ 0.4

人　　　　口　　　　総　　　　数　　　（人）

増　　　　　加　　　　　数　　（人）

増　　　　　加　　　　　率　　（％）

表３ 区別人口の推移
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図３ 令和７年区別人口・世帯数

表４ 区別世帯数 （世帯、人）

世帯数

１世帯

当たり

人　員

世帯数

１世帯

当たり

人　員

全　市 772,872 2.0 747,452 2.1 25,420 3.4

川崎区 123,897 1.9 123,515 1.9 382 0.3

幸　区 84,019 2.1 80,088 2.1 3,931 4.9

中原区 140,136 1.9 134,763 2.0 5,373 4.0

高津区 117,361 2.0 113,791 2.1 3,570 3.1

宮前区 105,001 2.2 102,317 2.3 2,684 2.6

多摩区 121,041 1.9 113,583 2.0 7,458 6.6

麻生区 81,417 2.2 79,395 2.3 2,022 2.5

区　別

令和7年 令和2年

世帯

増加数

世帯

増加率
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川崎市と各区の性比と人口密度 ～性比は過去最低、人口密度は過去最高を更新～４

本市の人口を男女別に見ると、男性は784,768人、女性は776,364人となり、女性の人口を100としたときの男性の人口を表す性比は101.1で、過去最少
となりました。
令和2年から令和7年の男性及び女性の増加率を区別に見ると、男女とも多摩区が最も高く、男性の増加率が3.0％、女性の増加率が3.6％となった一方

で、麻生区では男性、女性ともにマイナス、川崎区では女性の増加率がマイナスとなりました。
また、本市の人口密度は、10,920人/km2となり、過去最高を更新しました。
人口密度を区別に見ると、中原区が18,303人/km2で最も高く、川崎区が5,915人/km2で最も低くなりました。川崎区は臨海部に工業地帯を抱えているた

め、人口密度が低くなっています。（表５、図４）

年次

区別
増加率

(％)

増加率

(％)

平成 2年 1,173,603 617,425 8.5 556,178 7.0 111.0    142.09 8,260

7年 1,202,820 629,804 2.0 573,016 3.0 109.9    142.40 8,447

12年 1,249,905 649,997 3.2 599,908 4.7 108.3    142.70 8,759

17年 1,327,011 687,080 5.7 639,931 6.7 107.4    142.70 9,299

22年 1,425,512 728,525 6.0 696,987 8.9 104.5    142.70 9,990

27年 1,475,213 749,038 2.8 726,175 4.2 103.1    143.00 10,316

令和 2年 1,538,262 775,772 3.6 762,490 5.0 101.7    143.01 10,756

7年 1,561,132 784,768 1.2 776,364 1.8 101.1    142.96 10,920

川崎区 233,568 125,864 0.6 107,704 △ 0.2 116.9    39.49 5,915

幸　区 175,868 88,703 2.3 87,165 3.3 101.8    10.01 17,569

中原区 269,779 135,988 1.6 133,791 3.1 101.6    14.74 18,303

高津区 237,369 117,428 0.9 119,941 1.7 97.9      16.36 14,509

宮前区 235,591 113,801 0.4 121,790 1.2 93.4      18.61 12,659

多摩区 229,061 116,396 3.0 112,665 3.6 103.3    20.50 11,174

麻生区 179,896 86,588 △ 0.9 93,308 △ 0.0 92.8      23.25 7,738

(注1）面積は国土地理院　「全国都道府県市区町村別面積調」の数値です。

(注2）「△0.0」は、単位未満のマイナスの値を示しています。
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表５ 男女別人口との人口密度の推移
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